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第
十1

怨

(

五
四SI)

錄
-

啟
村
故
濟
と
耕
地
擴
艰
.

第
四
號

變
觅
、
改
善
、
農
村
の
‘進
步
發
逄
を
促
す
可
&'j

個
の 

好
衝
動
，に
非
ヤ
/
る
な
き
か
。
何
れ
に
も
せ
ょ
、
眾
に
農 

紂
疲
辦
の
聲
を
聞
き
て
精
密
に
其
曲
來
を
も
究
む
る
こ 

VJ

な
く
、
漫
然
骈
地
の
搬
張
を
策
し
其
眞
價
か」

顧
み
ざ
.
 

る
が
如
き
は
吾
人
の
賛
す
る
を
得
ざ
る
所
な
^V。

.-

炉

.
S

:

勿
論
斯
く
云
へ
ば
と
て
吾
人
は
敢
て
耕
地
擴
張
の
政
：
 

策
其
物
に
絕
對
に
反
對
ず
备
も
の
に
：非
ず
。
目
下
の
人 

ロ
增
加
の
大
勢
ょ
り
觀
て
可
及
的
之
：を
獎
»
す
る
は
必 

耍
と
認
む
る
所
な
れ
ざ
も
、.
收
支
如
何
を
も
顧
®
せ
ず 

淑
に
之
が
促
a
を

謀

る

が

如

き

は

菩

人

の

.»
す

る

能

は 

ざ
る
^;
た
る
の
み
。

：
.

.實
際
に
過
剩
な
る
人
ロ
の
處
分
策
と
し
て
、

一
1
 

村
に
於
け
：る
人
ロ
增
加
に
#

へ
る
困
雛
の
緩
和
手
段
ビ 

しv

餅
池
の
擴
張
は
正
にT

策
た
る
可
し
。
然
れ
ど
之 

に
多
き
を
盥
み
、
現
下
の
農
村
人
口
一 

芦
當
り
の
耕
地 

而
«
を
堪
加
す
る
の
策
<£
.し
て
之
を
主
張
す
る
は
旣
に 

興
主
_
に
於
て
疑
ふ
可
き
所
ぁ
る
0;
.み
な
ら
ず
、
其
實

行
上
に
於
て
も
將
た
又
典
結
果
，の
上
に
於
て
も
大
rc
疑 

は
ざ
る
を
得
中
。
惝
ふ
に
現
今
に
於
け
る
農
村
の
派
* 

救
濟
又
は
農
村
振
身
の
途
は
此
耕
地
櫥
阪
ょ
6
も
#
ろ 

他
の
方
而
殊
に
農
業
經
©
法
の
改
蕾
、
農
利
に
'M
け
る 

勞
働
組
織
の
改
善
等
の
方
面
に
之
を
求
む
可
き
^
非
ざ 

る
が
。
現
に
我
國
各
地：

の
：農
村
を
瓢
る
も
耕
地
面
績
の 

多
き
所
必
ず
し
も
膝
な
ら
ず
し
て
1
.裕
な
る
農
村
は
却 

つ
て
耕
地
爾
賴
狹
き
地
方
に
多
き
の
實
ぁ
る
は
即
ぢ
之 

を
«f
す
る
.も
の
に
非
#
る
か
。.一

言
以
て
識
者
の
考
傲 

を
煩
は
ず
も
0:
な
办
。

： 

.

史

上

i

り

概

れ

る

世

界

主

_

(^

.
占
部
百
：

•太

.
部

友
の一

親
は
余
が
木
璧
月
號
に
其
大5

紹
介
し
た
ポ
ヤ
ヲ
ソ
ド 

W
丨
、、ス
博
士
の「

近
世
)1
1
上
1
1於
け
る
^
设
主
辎」

中
の
第
十
諷
！
仳 

#
-■
[
'
.
栽」

Inter 
ロ ationalis

日
か
課
し
れ
る
も.の
で
^
ろ
。
欧
洲
人 

戕
の
終
末
は
今
倚
豫
见
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
け
れ
.ど
戦
後
に
於 

け
る
講
甜
1:
1
1題
及
！5
之
1:
關
聯
し
?:
る
永
久
的
祉
釙
平
刺
の
研
免
は 

个
後
益
々
！
！
む
L
i-t
s
:る
で
^
ら
ぅ
。

ロ

ー

ズ

拇

士

の

所

魏

が

2：

本 

に
於
け
る
妓
怨
の
間
題
研
究
浙
じ
取
て
#
少
裨
益
す
る
所
あ
る
可
さ 

は
> 
金
の
倍
じ
て
疑
は
ざ
る
所
で
わ
る
。

 

'

戰
淨
の
時
期
と
艰
和
の
.時
期
と
は
必
然
交
互
に
^
來 

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
是
れ
は
人
類
の
幸
1
を
^
^
す 

る
凡
て
の
人
々
の
穿
盤
心
を
刺
戟
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
戦 

郇
は
^
性
的
遨
徳
rc
取
て
必
要
な
る
^
校
な
り
と
の
、 

(

现
に
獨
逸
に
流
行
す
る)

ベ
ル
ン
ハ
ー
デ
ィ
の
所
見
V
J
 

是8
,

せ
ざ
る
限
り
、
戰
帮
の
定
期
^
起
.る
€
云
ふ
挛
は

.:

■節

十

一

盤
£
.四
芄)

_ 

,.錄

困
づ
た
徵
候
で
あ

るo

人
間
の
進
歩
は
戰
#
に
ょ
る
ょ 

&
も
、
雄
和
に
依
.て
多
く
遂
げ
ら
る
、
こ
と
を
信
す
る 

V
今
は
、
確
広
戰
爭
を
避
く
可
き
方
法
は
發
見
せ
.ら
れ 

ざ
る
^
否
や
"
.而

し

て

其

方

：法

は

首

•

く

適

用

せ

ら 

n>
ざ
る
や
裔
や
の
硏
您
を
&
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
佘
は
此 

一
に
藤
史
：の
敫
訓
に
照
ら
^ ;
:
て
、
ft
g
®

の
研
究
を
訊
み

\

ゃ
ぅ
V
J
Mふ
。
 

..

.

從
來
此
禪
の
硏
究
は
わ
け
て
長
い
慘
悔
れ
る
戰
爭
の 

末
■に
方
つ
て
盛
で
あ
：つ
^
が
、

法

：の
威
：力

及

び

平

刺

の 

爲
の
是
等
の
盡
カ
は
S

®
覚
、
‘戰
爭
に
對
す
る
恐
怖
の 

一
度VJ

並
行
す
る
も
の
で
あ
る
ど
云
つ
て
も
、
過
舊
で
は 

一

あ

る

ま

^
？

此
眞
现
は
國
隙
法
め
開
赢
フ：

ゴ
i

フ
ナ
ン
グ
ロ 

I 

V

 

一
P

P

チ
ク
ス)

の
場
合
it
#
し
y

M
白
で
あ
る
。

「

祭
散 

戰
帮」

を
览
狢
せ
し
め
犮
る
殺
伐
な
る
昉
世
に
人
マ
し
爲 

つ
？此の當時人類

S

し
め
た 

る
全
然
她
廢
し
た
る
綱
紀
に
就
て
熟
考
し
れ
。
今

日

'» 

逸
の
爲
に
苦
し
め
る
&
邛
義
人
、
波
福
人
若
く
は
セ
.:
:
^

笫
M
號
‘ 

ニ
七

史
.上
•ょ
リ
m
?:
'̂
.仙
界
生
餓
.



笫
十
、

1

卷

$
.四
六)

’■
雜

錄

' 

史
上
よ
リ
餽
れ
る
仳
界
虫®

第
四
號
.

二

、

グ
ィ
ァ
人
.が
用
.る
可
き
筆
法
に
依
て
、
一
六
ニ
五
部
グ
ロ 

チ
ク
ス
は
公
權
の
原
理
を
唱
遨
せ
む
が
爲
、
下
の
如
&

遡
构
を
提
示
し
た
。
B
く

「

余
は
逃
©
敎
の
1»
:
界
を
轉 

じ
て
、
财
發
次
る
國
说
だ
も
耻
づ
可
き
、
些
細
な
る
理 

协
若
く
は
何
等
の
理
由
な
く
し
で
干
戈
に
訴
ふ
る
が
如 

き
專
恣
な
る
戰
维
の
流
行
す
る
を
見
受
く
る
。
然
も
‘

一
I. 

B
干
戈
に
®?
へ
ら
れ
む
か
、
其
後
は
恰
も
人
問
は
何
等一 

の
拘
束
な
く
有
ゆ
.a
n

M
を
行
ふ
權
威
を
有
す
る
潘
な
一 

る
か
の
如
..く
、
神
の
法
#
に
對
す
る
敬
念
も
、
人
の
法
' | 

神
に
對
す
る
敬
念
も
、

一

切
放
棄
さ
る
/

V
の
で
あ
る
，

」

一
 

ビ
。
三
十
年
役
の
其
後
の
兇
暴
は
、
何
等
か
の
指
a
し
.
一
 

拘
束
す
可
き
權
威
の
必
要
を
ば
、

一
層
恶
求
し
た
。
仍

| 

て
漸
次
國
際
法
な
る
も
の
、が
發
生
し
^
の

で

あ

る

：
が
、

| 

之

が

重

も

な

る
.貢

献

者

は

(
j

六
六「

年
猶
逸
人
ブ
フ
ェ
、
 

ン
ド
ル
フ
が
し
た
如
く)

無
法
雜
の
恐
怖
を
經
驗
し
/2 

る
人
々
で
あ
つ
た
。
對
ル
ィ
十
四
世
戰
爭
の
問
、
ク
广 

力
ー
敎
徒
ゥ
ィ
リ
ァ
ム
.
ペ
ン
は
、
本
和
の
維
持
に
就
て 

«
唱
す
る
所
が
ぁ
っ
た
，

(

一
六
九
三
年)

:'
°
其
れ
か
ら
一

七

j

三
年
贿
班
牙
王
位
相
續
戦
¥

の
終
に
方
っ
て
も
、
.
 

補
國
の
傲
侶
シ
ャ
I
ダ
。
ブ
。
サ
ン
ピ
エ
ル
も
亦
佘
が
追 

で

述

べ

む

と

す

る

が

如

さ

：半

和

の

ff
[
*fi
を
提
示
し
た
。
 

于
戈
の
音
は
第
枪
八
世
紀
.の
.大
部
#
を
a
じ
て
絕
へ
な 

ヵ
つ1

/

の

で

あ

る
-f
r

-.
l
l
t
w
R
r
し
て
、

-M
想
家
等
は 

戦
爭
£
平
和
の
開
喪
に
禅
念
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

4

國

；
で
は
へ
ヴ
ォ
ル
テ

I
ア
、
モ
ン
タ
ス
キ
ユ
I
、
レ
ッ
ジ
ク
、

^
、画

-V
は
...
ァ
.ダ
ム
>
ス
ミ
ッ
ス
、
少
ビ
ッ
ト
、
獨
.逸
で
は
力 

ン
ト
、
レ
ッ
シ
ン
グ
等
何
れ
も
當
代
に
於
け
る^-
»
辑 

を
唱
道
し
て
居
る
。就
呻
怫
國
經
»
學
者
連
と

ァ

ダ
A

.

ス
ミ
ッ
ス
：ビ
は
、
歐
大
陸
諸
國
を
ば
、
國
際
的
好
意
.に 

依
て
成
る
經
»
的
B
位
の
聯
邦
に
改
變
せ
し
む
可
き
諸 

原
理
.を
主
.張

し

た

：
の
で
，

^
る
。

觸
逸
の
遞
想
家
等
が
艰
和
ゼ
友
愛
の
爲
の
努
カ
は
、
 

殊
に
0
.!1
ま
しS

も
の
で
あ
つ
た
。
.
.#
_

に

於

け

る

思
 

想
界
：の
運
動
は
、
ラ
ィ
ン
钶
を
越
へ
て
,
白
な
る
響
を
.
 

與
へ
、
1

の
賞
：も

な

石

人

々

舦

人

顧

§
敵

對

心

を

消 

滅

さ

せ

む

ビ

希
«
す

る

狀■
つ
^
。

龔

國.心

'は

爭

簡

の

货驟恐，

動
力
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
、
彼
等
は
此
本
能
を
賤
む 

だ
の
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
レ
グ
は
書
し
て
！

II

く
、「

余
ば
何 

等
愛
國
の
觀
念
を
有
つ
て
居
な
い
。
然
も
佘
を
以
て
見 

れ
ば
、
,愛
國
心
な
る
も
の
は
&
く
て
も
英
雜
的
亂
點
rc 

過
ぎ
な
い
か
ら
、
寧
ろ
其
の
な
い
こ
ビ
に
滿
足
し
て
居 

る」

ビ
。
實
際
彼
の
理
想
’は、
愛國：心ょ
遙
か
高 

s

處
に
在
つ
れ
の
て
あ
る
。
彼
の
劇
中
«

■%
_

#
の
な 

いNathan 

der W
ei
s
e 

(
1

7
S)

マ
し
云
ふ
购
本
の
主
人 

公
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
時
代
に
於
け
る
猶
太
商
人
で
あ
る 

が
、
此
刃
は
顽
固
な
當
時
代
に
於
て
す
ら
、
人
を
牽
き 

つ
.
け

る

善

の

力

を

用

ひ

て

、

人

種

的

乃

茧

宗

敎

^

#

惡 

心
を
緩
和
し
た
。
是
等
の
敵
對
心
も
彼
の
徳
性
の
魔
力 

の
前
に
は
消
滅
し
て
了
ふ
の
で
•あ
；る
が
、
此
戯
曲
は
親 

和
と
幸
福
の
光
最
を
以
て
、
大
圈
圓
ビ
しV

居
る
。
レ 

シ
ソ
ン
グ
は
ボ
力
チ
ォ
か
ら
此
劇
の
-i
t
も
私
る
事
件
を 

採
つ
て
思
る
け
れ
ざ
、「

開
明
の
时
代」

て
ふ
當
II
A
の
偷 

理
的
希
望
を
以
て
脚
笆
し
、
全
然
話
譚
の
性
質
を
變
へ 

て
.陪
冬
.の

で

ぁ

る

.
。

 

.

ヵ
ン—

は
普
#
士
がV

ゼ\

の
氓
和
條
約
で
#
國
;i 

和
睥
^
て
間
冬
な
い
一
七
九
五
：年
に
發
行
さ
れ
介「

永 

A
的
艰
和」

て
ふ
論
文
で
、
以
上
^
同
一
' の
敎
貍
を
主
張 

し
て
®
る
o

彼
は
自
^
な
る
諸
國
家
の
聯
邦
を
以 

和
に
向
ふ
重
も
な
る
猶
段
な
り
と
唱
道
し
て
居
る
が
、
 

是
等
の
國
家
は
共
和
1^
き
、詳
言
す
れ
.ば
ヽ
#

#
上
代
_ 

的
制
度
を
與
へ
も
れ
拕
る
舖
家
で
^
け
れ
ば
な
ち
ぬ
P
;; 

是
等
の
自
&
的
#
國
歡
の：.

拙
に
梂
、
：！

定
の
約
束
が
結 

ば
れ
て
、
凡V

の
國
發
掏
朿
^
"
之
を
以
て
軍
に
國
民 

的
目
的
の
爲
の
權
利
め
支
观
に
代
咿
る
の
で
あ
る
。
谷 

個
人
が
社
會
の
秩
序
を
保
た
む
が
®
、

漸

次

*

^

き

自
 

由
の
幾
分
を
割
愛
す
る
こ
と
^
同
意
を
與
へ
た
ビ
均
し 

く
、(

彼
は
論
ず
る
の
で
あ
る)

往
々
戰
•
を
惹
起
し 

た
る
國
民
的
_
由
て
ふ
«
端
な
る
遡
想
に
代
ゆ
る
に
、
 

或
®
の
國
際
的
賴
力
を
以
す
る
乙
ビ
"
必

ヤ

芯:%
不

坷 

能
で
は
な
い
！
！
で
あ
る
。
然
し
ヵ
ン
ト
は
此
點
に
於
て 

餘
り
盥
を
置
て
な
か
つ
た
。
と
一
ぶ
ふ
の
は
、
彼
は
諸
國 

民
を
し
•て
典
截
然
,0
-©
^

.

(

國
土
を
«
服
：せ

し

め

戰
-
^

#;
十一

卷

(

五
四
七)

錄
；.

史
J1
よ
‘サ
M
f-
A
;0
:̂

由
承

菌

鑪

%

.
 

•
.1、
•
；
： 

， 

/.
'r
 

- 

•
;
.

m

fe」

■ i

ill
U

!I

r：|
幻
r^o

A

ヴ1

1

11
ドi

I!

鎮i
tj

i|

*.K

I



1 ' ，

：!

f

fi

p!

fm Tf

h!

第

十

一

潘

(

五
四
八

)

，

錄
史
上
よ
リ
觀
?:
る
1|
>

界
主
親

笫
四
號

-
1 

ニ 

0

を
行
ふ
自
由
も
含
ま
る)

を
抛
棄
せ
し
む
る
ビ
云
ふ
¥ 

は
、現
に
痛
ま
し
く
證
.明
.さ
る
，
が
如
く
、偷
现
的
ti
l心
想 

の
非
常
な
る
進
步
を
伴
は
ね
ば
な
ら
■ぬ
乙

ヾ

」

を
?»
^
し 

た
か
ら
で
あ
る
。
彼
«
樹

^
6
0
1
1
1
:
5
,
1

€
:?
€

中

に

下

の

如 

く

述

べ

て

届

る

‘
？

 

0
ぐ
、人
類
は
r
K族
が
國
家
を
成
し
：
 

た
と
同
一
の
徑
路
に
ょ
0.
.て
廣
く
諸
國
家
の
合
1
を
遂 

げ
て
、
は
じ
め
て
永
久
的
^
和
に
到
達
す
る

。
所

が

此 

の
如
き
世
界
的
國
家
が
其
廣
大
な
る
領
±
に
亘
セ
餘
り 

大
い
に
擄
張
す
る
乙
と
は
、
結
局
、
.典
の
政
治
を
不
可 

能
な
ら
し
む
が
故——

其
世
界
的
合
同
國
に
含
ま
る
? 

谷
邦
土
の
保
*
を
本
可
能
な
ら
し
む
る
；が
故——

之
を 

組
織
す
る
各
邦
は
、
又
も
戦
^
の
狀
態
に
陷
る
で
あ
ら 

ぅ
。
で
あ
る
か
ら
國
錄
法
の
窮
極
の
目
的
と
す
る
永
久 

的
平
和
と
云
.ふ
事
は
、
全
體
と
し
て
實
際
に
,1
T
は
れ
ざ 

る
思
想
で
あ
る」

VJ。

左
は
あ
れ
、
.彼
は
是
等
の
政
治 

的
原
遡
が
遂
に
永
久
的
弗
和
の
目
的
に
接
近
す
可
き
こ 

と
を
希
a
し
た
の
で
あ
る
。

佘
を
以
て
之
を
見
れ
ば
、
以
上
世
界
的
聯
邦
の
領
土

の
廣
大
な
る
こ
ビ
が
、
力
’ン
ト
の
敎
®
の
障
辔
た
る
可 

き
を
亂
め
な
い
0
で
あ
る
。
此
の
ヾ
^
.に
.於

け

.る

カ

ン

ト 

の
犯
®
は
.、•惟
り
彼
の
み
な
ら
ず
、

ゲ
ノ
ン
ク
も
典
他 

の
.有
ゆ
'令
同
時
代
の
人
々
も
世
界
的
國
家
の
齟
織
に
m
,
 

イ
感
じ
た
る
障
'害
に
基
因
し
た
も
の
で
.あ
る
ビ
余
は
信
'
 

ず
る
の
で
あ
a'
。
人
民
の
自
由
と
云
'ふ
も
の
は
、
太
な 

る
國
家
€
は
相)

容
れ
ず
し
て
、
惟
b
小
な
る
ft
會
-
K
於 

て
の
み
獲
ら
る
、
も
の
で
あ
る
i
、
常
時
の
學
者
は
何 

れ
ネ
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
a
は
、
交
通 

の

遲

も

：

S

且
圃
雛
な
時
代
に
は
甚
だ
無
理
も
な
い
^
と 

で
あ
つ
た
。
然
し
其
れ
も
鐡
道
や
電
信
の
今
日
に
於
て 

は
：理
由
の
な
い
事
で
fc
る

,0

此
S
か
ら
^
て
、
合
同
的 

大
國
家
を
劍
立
ず
可
く
、
：菩
人
ば
吾
人
：の
祖
先
に
比
べ 

て
遙
に
有
利
の
地
位
を
占
め
て
居
る
。
嚴
ヤ
實
此
の
如
き 

介
同
國
若
く
は
聯
邦
：游
總
て
の
大
な
.る
國
家
を
綱
f
 

可
き
乙
ど
が
肝
肾
で
あ
る
。
：危
險
は
：其
世
界
的
國
家
が 

餘
り
大
き
に
過
C
る
に
非
ず
しV

、

ー

部

に

ば

炉

-

搬 

31
,

る̂

、

こ

と̂
ゃ

る
^
で

ぁ

る

。®

A
か
■
«

近

^
見

:r- 

.
 

-
 

..
 

K
v

こ
る
が
如
く
、

S

S

I
醫

、S

?

®

す

る
靈
民
の
圈
外
に
立
つ
限
り
は
、
平
斯
.の
保
位
は
む

V %

 
^

0

れ
の
大
國
にV

も

：攀

た

ら

む

と
の
S

を
抱
'

I
、
是
等
の
合
I

s

!

と

一

 

S

同
國
i

籠

妄

？

の
で
ぁ
ら
ぅ
'

v

rl t
j

_
讓

0
| 1

醫
 \

l

l
I I

l
i
l

i

す
#

置
の
權
利
並
び
1

s

t

す
可
u

 

_

同

(universal will )」

.な
る
も
の
か
な
く
て
を
” 

らg
i

を
主
張
し
穴
の
で
あ
る
。
爾
しv

此
S

同|

 

f

ッ
ソ
|

所
謂
社
曾
の「

普
澉
意
志」

呢
|

良

) 

の
肇
大
さ
れ
れ
る
も
ー
の)

は
.興
■
の

-#
^

k
tv
ら 

ぶ
ら
i
o

f

c

&を
ば
從
來
の
蜃
に
照
t

て
佩
S

し
め

ニ
 
ニ
-
1 

23̂

、
r 1

C
一
 

匕
ニ
ニ
.年
恰
も
两
班
牙
王
位
相
續
微
爭
の
終
末
，
 

m

、
ラ
ッ
f

v
士 x

ピ

ぷ

S

和
S

す
る
'

i

f

l

i

l
、
sl
4

^ l
rl
f 

I

I

が

德

霞

の

下

I

f

 

J

r

H巴
.

而
か
も
其
I

I

務
8

一
 

手

段

と

し

七P
、M

フ 

か
ら
土
耳
古
人
を
I

I

く
、
協
力
^

g

ふf

i

つ
れ
。
f

響

I

l

f

.がn

こ
，谀
ら
れ
：て
與
駿
七
托
る
佛
國
の
紈
#
を
位
！

1

む
爲
の
.策

略

化

過

裏

落

れ

の

で
、
f

f

 
ロ
き

も
の
で
お
つ
れ
。

,

チ
ボ
レ
オ
ンI.

世

の

墓

I

t

養
逄
つ
て
け 

;

、
ジ
2 
0

セ
ン
ト
、
へ
シ
ナ
に
流
鶴
中(

德
が
督
年
の
愚

\ 

0
も
5

し
6

で
ぁ
っ
ち
、
_

養
る
流
人
は 

〉

I
洲i

同
國
を
組
織
I

畫
策
甚
述
し
铊

I ?
..
!

锻 

I

I

 痛
！

；
歐
羅 

S

 

:
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錢

く

、

明

：る

處

同

1

の
制
；度

、
.0

マ
の
d

#
 

.
同
一
の
？

I

高
I

所

、
：同S

度

雞

同

：通

クV

支
配
せ
ら
る
可
き
で
I

。
然
し
總
i

l

l

第
十
5
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五
四
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錄史上よリ
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f

卷

(

五
五
〇〕

雜

錄

、

史
上
ょ
リ
觀
六
4

界
表 

第

四

號

二

三

I

、
ナ
ホ
レ
オ
は
考
で
は
1
西

著

征

.服
|

接

f

る
權
l

i

す
る
と
云
ふ
事
s

、

I

f

り
.[B
?
、̂Jぐ
>
、
/
*
!
!
、

.フ
• 

I
f 
Ĵ
.̂
rcx
 ,

• ' 

I 

/
i 

i 

/
f
v

•

の
»]
係
を
有
つ
て
居
た
こ
と
は
、
沌
意
す
可
き
で
あ
る 

彼
の
考
に
據
れ
ば
、
霉
國
©
征

服

：ビ

云

ふ

こ

と

が

、

「

安
： 

®
の
,̂
ま
り」

を
意
味
し
て
居
や
て
、
然
し
て
售
は
じ 

め
て
R

1

Bの

制

度

が

設

立

せ

ら

る

、

の

で

あ

つ

た

o 

其
上
に
V

R
洲
の
讓
を
決
定
.す
可
く
、
彼
の
提
唱
す
る
，
 

列
國
會
識
も
亦
神
爾
同
盟
も
あ
み
の
.で
あ
る
。

.

是
れ
ミ
同一

の
精
神
を
以
て
、
獨
逸
の
宰
栩
'、へ
I
ト 

マ
ン
。
ホ
ル
工
ッ
ヒ
は
.九

|
五
年
八
乃
十
九
日
帝
國
_ 

會
に
於
て
、
下
の
や
ぅ
に
述
べ
た
。
B
ぐ「

若
し
歐
置 

力
艰
*:
に
.到
着
す
る
な
.ら
ば
»
逸
が
侵
す
可
ら
ざ
る
W
:
 

き
地
位
を
占
め
た
名
上
の
事
で
あ
る
。
英
國
の
權
力
均 

#
政
策
は
汴
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」

ど
。
是
等
の
^
は
■ 

逸
が
Eif
な

る

權

カ

平

衡

の

地

位

に

甘

む

じ

な

い

、

，

霉
 

力
優
勝
で
あ
ら
ね
は
な
ら
ぬ
こ
ビ
を
含
む
で
居
る
。
然 

し
獨
逸
の
此
要
求
は
、
自
曲
的
國
家
の
聯
弗
制
度
が
强

麗

養

せ

f

可
き
此
例
的
f

 

i
理
ビ
は
、|

 

.

密
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
或
氣
質
の
人
々
は
、

S

)

-ネ
.-ノ
 

知
,ィ
1 >V -

V
1 

 ̂メ 
發
^

安
# 
吹


を
致
す
可 
き
他
の
如
何
な
る
方
法
を
も
思
惟
す
る
z
i 

が
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
册
の
如
き
方
法NJ.

そ
却
て 

堪
淨
を
誘
起
す
る
も
の
で
.あ
る
と
云
ふ
乙
ビ
パ
、
^
女 

-
了

沲

せ

ら

れ

ぬ

；
で

あ

ら

ぅ

が

。

何
ビ
.
な

れ

ば

単

晚

靜

邻 

-
や

巡

査

：は

兵

隊

訓

鍊

の

士

官

ビ

變

化

し

、

隨

て

力

の

支 

配

に

次

ぐ

忆

、

锇

隞

が

©
る

か

、b.で

あ

る

。

余

と

_

、 

軍
像
政
治
の
理
論
が
最
名
傭
單
で
あ
る
こ
ビ
は
'承
認
す 

る
け
れ
ど
、
然
も
多
數
の
人
々
は
何
故
此
他
の
方
法
を 

了
解
し
得
な
い
で
あ
.
6

5か
0
是
等
は
即
ち
總
て
の
、 

の
同
意
に
ょ
つ
て
到
達
せ
ら
れ
た
る
備
和
は
、
之
を
强 

盏
の
恐
怖
に
因
つ
て
在
じ
た
る
調
和
に
比
し
て
、
11
5
限 

に
優0

た
も
の
で
あ
6
、
恐
ら
く
は
ニ
層
持
續
a
る
、 

も
の
で
あ
る
こ
ビ
を
看
取
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
吾
*

<
を
し
i

?

、

S
的
條
件
に
依
S
 

國
®
の
合
同
を
遂
ぐ
る
こ
と
は
因
雛
で
あ
る
、
況
や
之 

を
雜
持
す
る
攸；
層

;«
|
難
で
あ
る」
」

と
を
吿
S
せ
し
め 

よ
。
怫
國
大
革
命
は
痛
く
、
其
a
傺
的
方
面
に
於
て
は

I

I

失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
佛
國
革
命
は
姻
海
'同

胞

.
の

宣

富 

を
以
て
始
め
ら
れ
た
け
れ
どr

然
も
之
が
實
4:
)
は
戰
€ 

妨

逍

の

爲

に|«
«

し

て

了

つ

た

。

國
«
的

：幽

顧

心

を

樣
 

It
V
Jし
た
る
武
斷
派
の
思
想
ft
巴
里
ド
於
て
肜
琍
を
沐 

•し
た
。
而
しV

佛
®
の
民
衆
政
治
は
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
輯 

典
^
前
に
‘方
つ
て
す
ら
、

一
七
八
九
年
の
世
界
主
親VJ 

»
正
反
對
な
る
锻
路
を
猓
.つ
た
‘の
で
あ
る
。
怫
國
が
一

罾
隣
邦
の
怔
服

-
而
し
て
ナ
。ホ
レ
ォ
ン
主
義
に
向
て

突
進
し
つA

ぁ
つ
だ
際
、

一
七
九
五
年
平
和
の
途
を
指 

示
し
た
の
は
、
«
逸
の
學
潘
力
ン
}
で
あ
り
た
。

一
八
一
五
年
及
び
其
後
に
於
て
欧
洲
聯
邦
を
主
張
し 

た
る
羅
泉
ァ
レ
ク
サ
ン
、ド
ル
一
徂
の
識
捧
味
、
此
に
多 

く
論
す
る
の
耍
は
なS

,。

常
時
は
歐
洲
一
般
に
艰
和
を 

*

«
し
<
届
た
の
で
あ
る
が
、

j

八

I

六
%
愉
敦
r
_
4
 

和
協
會(peace 

s
o
c
i
e
t
y
)

の
&
立

を

見

た

る

，
は

即

ち 

.

典
の
一
徵
證
で
あ
つ
た
。
ァ
レ
ク
サ
ン
F 
,
が

平

等

的 

倐
件
に
成
る
it
洲
m
福
R
の
合
同
、
恭
く
は
多
少
彼
の 

指
鐵
の
下
に
餅
國
£4
の
聯
邦
•を

立

つ

る

®

策

を

抱

懷

し
て

居
/
a
か

、
都

何

か

％

爲

ふ

乙

'と
咏
、.論
ず
る
こ
.と
$

來
な
ぃ
*。
若
し
彼
が
 ̂

^
 

 ̂

0

 

高
尙
な
.名
意
見
を
抱
、
.い.て
.居
/2
ピ

し

て-:
^
>
、

其

赞

の

意
 

見
.は
.忽

ち

消

失

し

了

つ

与
>
と

だ
»
は

薇

實

で

，
あ

る

。

TB
し
.て

歐
P

®
國

に
0
b y

約

朿

せ.ら

れ

た

る

，聯

邦

は 

棺
だ
是
等
の
國
民
-炉
ら
政
治
上
の
_

_
及

び

市

掘

€
.
し
 

て

の
_

*
を

剝

奪

す

る

機

槭

^

な

0
セ
'了
つ
な
。
i
 

R-
,
>
rッ
ル
' ニ，
ッ
ヒ
.が

主

宰

，む
^
る

歐

洌

公

，會
;0
0
’||
^

倾

2 

\
一
八
1
丄

三

® :
&
、公
法
學
潘
0
親

演

m
lc
ょ
.
 

つV

、
而
し
て
.諸
顿
政
.府
が
國
際
法
に
遙
反
し
^
る
4 

に
ょ
つV

は

じ

，
め

：
て
，

」

.著
名
«
る
臉
代
で
あ
る
€
.の
、
ソ 

レ
レ
の
^
辕
に
値
す
る
の
で
あ
る
:.
0
此

の

失

親

す-;
¥

き

以
1:
1]
1
;界

的
.裁

剑

派#
び
.亿
_
界

_

公

龠

に

對

ず

る

有 

ゆ
る
提
唱
を
-

S

察
す
る
:©
'&
、驚
く
を
要
し
なs

。然
し 

乍
ら
樂
11
論
潘
鸠「

當
時
の
人
彻
^
労
法
％
说
^
缺
賂 

が
あ
っ
、72
。
人
物
沈
何
:^
名
專
制
家
で
あ
っ
？,
a
か
ら
、
 

容
易
に
反
猶
の
徑
路
に
引
き
戾
さ
れ
た
の
で
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€
,

热
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た
る
が
如
く
、

.ー
個
の
大
な
る
露
民
が
平
和
を
浠
發
す 

る
諸
観
民
の
圈
外
に
立
つ
限
り
は
、
平
浙
.の
保
P
は
な 

い
0
.で
あ
る
。 

‘

加
之
、
何
れ
の
大
國
に
て
も
齠
者
た
ら
む
と
の

®
^

を

抱

き
’

是
等
0
合

同

國

猛

は

る

と

し

癸

ら

は

.
一

S

同
國
6

©
虛
妄
の
も
の
で
ぁ
ら
ぅ
.0
聯
合
1
 

る
.諸
*
家

が

"

一
國
と
し

 

<
も
全
體
と
し
て
も
，
全
^

j 

黛
？

云
ふ
思
想
を
排
除
す
る
.

S

、
翁

な

る

\ 

i
i

t

ひ
、
正
f

濃

し

、
隨
s

f

保

障

す\ 

可

き

道

？

I

f

生
I

I

I

。
此
f

Ll
r

\ 

明
か
に
看
娘
し
た
る
力
ン
ト
は
其
故
に
、「

合
同
國
を
系
一 

i,

す
る
各
國
民
の
權
利
並
び
に
特
性
を
決
定
す
可
き
共 

m

t
志

(universal will)」

.な
る
も
の
力
な
く
て
を
f 

} 

ら
^

^
を
主
張
し
-/
2
の
'で
ぁ
る
。
爾
し
て
此
の
共
同
意 

志(

5

ソ
ク
の
所
謂
.社
督
の「

普
®
意
志
^

I
良

I

)

の
擴
大
さ
れ
れ
る
も
0)

は
契
■
の
形
式
に
撳
ら
ね
は 

な
ち
^
。

此

を

ば
從
來
の
經
驗
に
照
ら
し
て
糊
察
せ
し
め

第
十
.，}
盤

：
.C

五
•©
.九)

.

.都

0

i

o
一
 

七

一
三
.年

洽
も
两
班
牙
::
£
:
位
相
續
微
€-
の
終
末 

こ
方
っ
て
、
ラ
ッ_

ベ

o、、ッ*サン
ピ
ェ
ダ
は
平
利
に
る 

論
文
を
公
表
し
れ
の
で
あ
る
が

S其
重
も
な
る
論

aは

* 1
胬
敎
S

德

靈

の

下

s
f
I織f

rw
K
i

而
か
も
其
苹
和
的
馨
の
第
一
手
段
と
し
て
I

巴 

沪
，ら
土
郅
古
人
を
掃
«

|
く
、
協
カ
せ
'ょ
ビ
云
ふ
の 

で
ゎ
つ
た
。
然
も
彼
が
是
等
の
.

は
" 
'當
腊
ー
1

火 

.矿
ロ
に
破
ら
れ
^
與
駿
汜
尨
る
怫
國
の
威
嚴
を
间
復
せ 

む
肩
の
.策
略
匕
過
I

落

介

の

で

、
寧
ろ
呪
ふ
可
き

も
の
$

4
っ
れ
。

• 

、
 

.チ
ポ
.レ
オ
ン1

世
の
計
*
も
是
れ
ビ
甚
だ
違
っ
て
な

か
っ
た
。
セ
ン
ト
A

,v
ナ
に
德
蘭
中(

娘

が

®

年

の

ル 

&
も
消
菜
し
允
裳
：で
あ
っ
：たK

此
著
名
な
る
流
人
は 

歌
洲
^
同
國
を
組
織
ず
る
.
'*
:
#慕

：述
し
n
の
て
あ
る 

|-
[

.钟
_

據
れ
ば
、
歐
羅
巴
は 

一
 

く
、
.到

る

處

同

1

の

制
—

r

の
主
義
、
■同
一
の
鉍 

典

、
最

高

裁

刹

所

、
同

一

.の

度
®
衡
、
同
一
“
の
置
彼
に
ょ 

。
で
支
配
せ
ち
る
可
き
で
あ
る
。
然
し
殺
て
^
第
0
&:

第

四

號

r
ニ

_
l
^
i
£
s
ト
馨
&
r
>
.
_
b1
^

第
十
一
.餘

(

五
四
八
：

)

，

雜

.
錄
史
上
ょ
リ
觀
?:
4

界
主
親 

笫
四
雛
■ 

ニ 
5 

、
丨

0
魔

太

な

名̂
亡
^

、!;
'
'
;
'
^
:^
_
の

敦

錄

：の

障

窖

た

务

可

：
 

§
:

ぶ

鶴

め̂

い
の
：
で

ぁ

る
0
此

の

廳

忙

於

け

，る

ヵ

%

 
t 

の
...
祀
#
は
.、
.
«り

彼
0
み
.
5
.ら

す

、
^
ッ
.ソ
.ク
.も
#
.他
''
 

の

有

ゅ

厶

間

時

代

の

入

泠

も

世

葡

國

家

の

龃

勝

に

就

を
行
ふ
自
由
も
含
ま
る)

を

抛

棄

せ

じ

む

る

ビ

云

‘
ふ
事 

は
、現
に
痛
ま
し
く
證
.明
さ
る
、
が
翻
ぐ
、偸
理
的
思
想 

の
#
常

な

る

進

步

を

伸

は

ね

ば

な

ら

.
ぬ

乙
?

^
?K
^
し 

た
か
ら
で
あ
.る
。
彼
は
#

^edits |eiire

啾

に

下

の

如

： 

く
述
べ
て
届
る
‘。
.日
く
、人
類
は「

K
族

：が

國

家

を

成

し

：
 

た

と

同

一

の

徑

路

に

ょ

つ

.て
廣
く
諸
國
家
の
合
1
を
遂 

げ
て
、
は
じ
め
て
永
久
的
平
和
K
到
懲
す
る
。
所
が
此 

の
如
き
世
界
的
國
家
が
其
廣
大
な
る
領
±
に
亘
セ
餘
り 

大
い
H
ff
張
す
る
こ
と
は
、
結
局
、.

其
の
政
治
を
不
可 

能
な
ち
し
'む
が
故_

-

其
世
界
的
合
同
國
に
含
ま
る
> 

谷
邦
土
の
保
識
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
；が
救
之
を 

紕
織
す
る
各
邦
は
、
又
も
戦
淨
の
狀
態
に
陷
る
で
あ
ら 

ぅ
。
で
あ
る
か
ら
國
際
法
の
窮
極
の
目
的
と
す
る
永
久 

的
平
和
と
云
.ふ
事
は
、
全
體
と
し
て
實
際
に
行
は
れ
ざ

i 

,

る
思
想
で
あ
る」

VJ。

左
は
あ
れ
、
.彼
は
是
等
の
政
治 

的
原
理
が
遂
に
永
久
的
弗
和
の
目
的
に
接
近
す
可
き
こ 

と
を
希
鎮
し
た
の
で
あ
る
。

| 

佘
を
以
て
之
を
見
れ
ば
、
以
上
世
界
的
聯
邦
の
領
土

'
^
感
じ
た
る
障
'害
に
基
因
^
た
.も
の
，で
.あ
る
ぐ
し
余
は
信
' 

j

す

る
の
で
’あ
.る
。
人
民
の
自
由
と
云
'ふ
も
の
は
、
大
な 

z
y
る
國
家
€
は
相
容
れ
ず
し
て
、
惟
り
小
な
る
社
會
に
於 

一
て
の
み
獲
ら
る
、
も
の
で
あ
る
：ミ
、
常
時
の
學
考
は
何
；
 

\

れ
ネ
主
張
し
た
の
で
あ
る
招
、
此
の
如
き
*
は
、
交
a 

\

の
遞
ァ
C
S且
i !
雛
な
時
代
に
は
甚
だ
無
理
も
な
い
乙
と 

I

で
ぁ
つ
た
。
然
し
_
れ
も
鐡
遨
や
電
信
の
今
日
^
於
て 

は
理
由
の
な
い
事
で
あ
る
9
,此
_
か
ら
見
て
、
合
同
的 

\

大
國
家
を
劍
立
ず
可
く
、
：吾
人
ば
吾
人
：の
祖
先
に
比
べ 

)

て
迤
に
有
利
の
地
位
を
占
め
で
居
る
。
嚴
$

此
の
如
き 

公
同
國
荐
ぐ
は
聯
邦
：が
總
て
の
大
な
.る
國
家
を
網
—
 

可
き
乙
ゼ
が
肝
腎
で
ぁ
：る
？
危
».
は
：其
世
界
的
國
家
が 

餘
6
大
き
に
過
ぐ
る
に
非
ず
し
て
、

I

部
に
ば
か
'
b
撕 

張
^
る

、

こ

と̂
在

る
^
で

ぁ

る

。

吾

人

が
輓
近
：に

見
.

•
 

•
 

C
. 

\



t

纸

ヤ

ー

卷(

一
五
四)

雜

錄

利

乇

論

上|;
於
け
る
资
胳
敬
蜇
說

第
四
it

新
基
礎
の
上
に
立
つ
た
る
權
力
の
，均
衡
で
あ
る
、
歐
«- 

E'
が
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
«
肇
の
細
„

あ
る」

£
泰 

ぼ
#S

て
居
る
。
當
睁
に
於
て
ば
此
の
如
&
解
決
も35, 

來
さ
ぅ
で
あ
つ
た
。
諸
國
民
は
未
だ
»
»
の
間
柄
で
は 

な
く
し
て
、
何
れ
も
第I

に
は
從
來
の
割
據
分
立
を
止 

め
.て【

元
全
な
る
政
治
的
剛
體
を
造
6
、
第i1

に
は
;1
|®
.
 

の
割
！

i

盼

狀

賧

に

て

^

<

#

_

で

あ

つ

た

方

法

ゼ

用

ひ 

て
祉
會
的
及
び
產
業
的
.問
題
を
解
決
し
、
以
て一

餍
完 

全
な
る
自
家
0;
發

展

を

遂

ぐ

ふ

こ

と

に

利

益

.
を

有

つ

て 

磨
，た
の
で
.あ
.ふ
。
鳴
呼
、
然
し
な
が
ら
諸
國
民
ば
痛
ま 

し
い
反
8
疢
猶
を
_
じ
た
#
闘
に
-»
へ
ず
じ
て
は
、
#- 

自
の
政
治
的
：

i

界
を
整
理
し
得
な
か
つ
た
の
で
お
各
。
 

爲
に
癒
'#
的
及
び
產
業
的
問
題a

漆
傭
.決
の
儘
に
殮
さ 

れ
た
。
國
民
主
義
は
跟
國
主
義
の
衣
服
を
着
け
て 

生
®
な
一
る
形
式
を
以
て

®
を
#
げ
來
ヶ
、
か
く
て
歐
藤 

.巴
大
_
は
小
天
地
に
賜
蹄
し
て
苺
に
,
意
を
抱
い
た
を 

諸
國
捣
©
集
圈
ミ
な
つ
で
了
つ
た
。
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量 字  
說 論

s  ._ 1_&

w  I -

る
貨
播

高城仙次

II

第1|
節

貨

幣

說 

吾

人

：は

前

傲

に

於

て

利

子

歩

合

ば

货

幣

の

數

蹵

に

依 

り
9
左
右
せ
£>
:るA

も
の
に
非
ずVJ

力
說
せ
る
映
.五
の 

學
者
.の
意
見
を
紹
介
し
、
之
に
燦
評
を
加
へ
た
る
を
以 

て
、
今
や
.進
：ん
T
此
所
謂
非
貨
幣
說
の
主
張
者
ビ
は
反 

.對
の
見
地
R
立
：ぢ
て 
> 
利
子
歩
合
ば
«

^
の
數
量
の
墦 

減
に
依
6
て
犬
な
各
^

^
を
蒙
ざ
こ
ビ
ぁ
I

明
瞭
に 

論
述
せ
る
が
或
は
#
說
を
採
れ
6
ビ
..看
倣
じ
'得
る
.經
濟 

學
满
の
說
を
紹
介
せ
ん
ビ
欲
ず
る
も
の
な
る
が
、
此
货 

幣
奪
?:
.懷
ぐ
者
«.
#
貨
#

-
を
嗷
持
す
.'る
*

ょ

り

は

遙 

か
代
少
數
に
し
て
、
，令
0:
利
子
步
合
^

$

數̂
量
^
の 

關
係
に
就
き
て
、
.我
.經
^

^
を

支

配

せ

^
思

想

は

前

?

I

、

一
必

t 

‘

I 

:

II 
一
 

-

I

„

 

_
l
r
p
-
, 修

に
於
て
®
人
の
批
評
せ
る
柴
貨
修
說
な
る
が
如
き
觀 

ぁ
り
。
卿
之
、
此
少
騰
の
貨
膽
m
fl
論
考
巾
に
於
て
も 

刺
子
步
合
兄
對
す
る
#
#:
數
■
の

影

響

^

猜

極

的

に

立 

證
せ
ん
ビ
努
む
る
雜
ば
延
に 

一
*
少
騰
に
し
て
、
多
く 

ば
利
子
渉
合
が
賢
幣
の
！i

用
供
給
に
足
ま
る
も
の
な
b 

と
徽
じ
て
、：

罪
貨
幣
說
を
撳
ら
ず
s 

Sひ
得
る
に
過
ぎ 

ざ
る
な
6
。
以
下
#
人
の
紹
介
し
且
つ
批
難
せ
ん
と
欲

す
る
ば
マ
ク
ラ
！

T

ド
、
ク
ラ
ィ
ン
ベ
ヒ
タ
ー
並
に
デ
ブ
ン
。ホ

1
ト
の
.所
說
故
b v

し
す
。

第

1

_
マ
ク
ラ
ゥ
が
の
說
：

前
章
に
級
介
せ
る
が
如
d

ユ.
1ム
、
ス
ミ
ス
、
ミル 

等
以
英
國
の
經
濟
_
漭
が
利
承
步
合
に
及
ぼ
す
貨
幣
數 

量
の
影
響
を
否
觉
せ
ふ
に
反
し
クE

l

じ
く
英
國
.の
經
濟 

舉
翁
れ
各
ヘ
ン
ヅ
i

ダ
ニ
ン
グ
。
マ
ク
ラ
ゥ
ド
は
極
* 

货
幣
の
數
量
が
刺
子
步
旮U

影

：響

：を

興

ふ

る

Z
沁
あ
る 

を
主
張
せ
り
。
氏
は
茈
大
著『

經
濟
哲
理』

に
於
て
先 

づ
ス
ミ
ス
並
に
ヒ
ユ
ー
ム
の
喂
へ
た
る
貨
幣
說
の
誤
雛 

VJ

矛
盾
V
Jfe
'
指
摘
せ
る
後(

tt
、
一)

流
通
货
幣
の
膨
脹

の
興
ふ
る
影
響
亿
就
ぎ
て
き
&
て
日
く(

註
、
ニ) 

■
 
『

貨
幣
の
数
量
妒
增
前
せ
し
際
に
は
郛
增
加
额
が
ニ 

個
の
異
れ
る
目
的
に
使
用
せ
ら
る
、
こ
S
あ
b

o
一
 

は
貨
物
0*
購
質
に
し
て
、
他
は
有
惯
證
券
¥

0*
5

の 

膦
入
なb

v
j

す
。
若
し
貨
幣
增
加
额
が
.全
部
貨
物
の
■
 

購
入
^
用
；

S

ら
れ
、
M
か
も
貨
物
の
供
給
が
同
比
例 

U

塯
加
せ
ず
^
ぜ

ば

、

其
'唯

一

の

結

果

は

物

條

を

一 

般
^:
騰

實

せ

し

；
犯

る

に

在

：

b

T
、.
刺
子
步
合
ば
何
等 

の
變
勸
を
蒙
ら
ざ
る
可
1>
。
さ
れ
ど
若
し
货
幣
の
膨 

服
■
が
全
部
有
僧
證
券
の
騰
入
に
刺
用
せ
ら
る
、
ミ 

せ
ば
、
有
優
證
券
の
價
袼
は
必
然
的
に
騰
貴
す
可
し
。
 

換
言
す
れ
ば
.、
利
子
渉
合
は
卞
落
す
る
に
3>
る

可

し

。

而

し

で

、.背

し

貨

髂

壞

加

額

の

一

部

は

®

物

の

鱗 

買
に
充
て
&
れ
、
.
へ
龈
は
有
歡
證
券
の
赌
人
に
用
ひ 

ら
れ
./2
b
と

せ

：ぼ

、

貨

物

麻

に

.有

價

靜

券

兩

考

の

惯 

格
が
騰
贲
す
可
き
は
勿
論
な
り
ミ
す
。
唯
其
際
に
於 

け
る
谷
如
の
膨
貴
率
は
貨
幣
®
加
额
が
全
部
其
物
の 

®

S

R使
用
ざ
れ
し
際
に
於
け
る
騰
赀
痒
に
及
ば
ざ
.

第
十〗

怨

(

五
：土
基
雜
錄
利
子
論
上
に
於
け
ん
货
幣
数
黛
說

第
蚪
號

七

1
*
h


